
（
年
利
息
一

円
七
六
銭
）。

負
債
は
な
い
。

横
浜
へ

菖
蒲
・

野
菜
・

卵
な
ど
を
販
売
し
、

ま
た
市
内
か
ら
下
肥
を
得
る
こ

と
が
で

き
る
近
郊
農
家
で
、

比

較
的
豊
か
な
部
類
に

属
す
る
で

あ
ろ
う
。

都
市
近
郊
に

位
置
し
な
い
一

般
自
作
・

自
小
作
農
で

は
、

現
金
収
入
は
こ

の

経
営
を
下
回
る
と
思
わ
れ
る
。

こ

の

経
営
は
水
田
五

反
か
ら
三

〇
俵
（
一

二

石

）
を
収
穫
し
て
い

る
。

反
収
二

石
四
斗
は
当
時
の

県
下
で
は
高
い

水
準
で

あ
る
。

し
か
し
、

う
ち
、

一

一

俵
を
小
作
料
と
し
て

納
め
、

八
俵
を
販
売
す
る
と
、

残
り
一

一

俵
（
四
石
四
斗
）
し
か
残
ら
な
い
。

し
た
が
っ

て
、

八
人
家
族
で

は
、

こ

れ
だ
け
の

米
を
作
り
な
が
ら
、

麦
・

粟
と
の

雑
食
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

副
食
・

嗜
好
品
は
、

酒
・

煙
草
・

砂
糖
・

菓
子
等
の

購
入
が

ほ

と

ん

ど

で
、

そ
の

ほ
と
ん
ど
は
自
給
で

あ
っ

た
。

衣
服
も
、

多
く
は
自
家
で

糸
を
買
い

機
を
織
っ

て

自
給
し
て
い

る
。

魚
・

肉
類
の

購
入
は
、

祭
り
・

祝
儀
・

不
祝
儀
の

と
き
に

限
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。

こ

う
し
た
切
り
詰
め
た
生
活
を
し
な
が
ら
、

一

年
の

利
益
と
し
て

手
許
に

残
る
現
金
は
六
円
四
三

銭
、

貯

蓄
金
か
ら
の

利
子
収
入
を
除
け
ば
、

四
円
六
七
銭
、

す
な
わ
ち
、

年
間
の

煙
草
代
ほ

ど
の

額
で

し
か
な
か
っ

た
。

し
か
も
、

農
業
の

み
に

よ
っ

て
は

経
営
は
維
持
で

き
ず
、

横
浜
等
へ

の

出
稼
ぎ
・

機
織
り
や
卵
・

鶏
・

沢
庵
・

菖
蒲
・

藁
細
工

品
な
ど
の

販
売
と
い

う
副
業
（
余
業
）
を
す
る
こ

と
に

よ
っ

て

始
め
て
、

右
程
度
の

「
利
益
」
を
得
る
こ

と
が
で

き
た
。

し
た
が
っ

て
、

不
作
・

家
族
の

病
気
等
の

事
故
が
あ
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
赤
字
に

陥

る
こ

と
は
必
然
で
あ
っ

た
。

こ

の

経
営
の

長
所
・

欠
点
と
し
て
、

長
所
－
横
浜
に
近
き
故
、

野
菜
な
ど
を
売
り
又
肥
料
な
ど
買
ふ
に

便
な
り
、

田
の

用
水
十
分
に
て

水
旱
の

患
な
し
、

農
閑
に

は
日

傭
稼
ぎ
を
な
せ
ば
日
当
を
得
る
の

利
あ
り
。

欠
点
－
交
際
費
生
計
費
の

増
加
す
る
こ

と
多
大
な
り
、

作
物
に

病
気
と
虫
害
と
を
生
ず
る
の

損
多
し
、

酒
煙
草
砂
糖
の

高
価
な
る
は
閉
口
、

瓜
が
早
く
上

っ

て

し
ま
ふ
に

は
困
る
。

と
い

う
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
、

ま
た
、

経
営
主
は
希
望
と
し
て
、

「
作
物
の

病
気
と
虫
と
を
退
治
す
る
工
夫
を
な
し
た
き
も
の

な
り
。

野
菜
物
の

直
段

さ
へ

高
く
な
れ
ば
他
の

も
の

ど
う
で

も
宜
し
。

毎
年
懸
り
は
殖
る
、

売
る
物
は
減
る
の

で

困
る
、

早
く
子
供
が
育
っ

て
一

パ

シ

ヤ
ル

や
う
に
な
れ
ば

良
い

が
…
…
」
と
述
べ

て
い

る
。

商
品
経
済
の

浸
透
が
、

こ

の

経
営
の

将
来
に

不
安
を
与
え
て
い

る
。

し
か
し
、

横
浜
近
郊
で

あ
る
こ

と
が
現
金
収
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入
に

有
利
な
条
件
と
も
な
っ

て

い

た
。

し
か
し
、

県
下
一

般
の

自
作
・

自
小
作
農
家
で
は
、

「
毎
年
懸
り
は
殖
る

」
一

方
と
い

う
状
態
に

対
応
し
て
、

現
金
収
入
拡
大
の

方
途
を
探
す
こ

と
は
、

こ

の

経
営
よ
り
も
、

さ
ら
に

困
難
で

あ
っ

た
ろ
う
。

こ

の

よ
う
に

み
て

く
る
と
、

当
時
、

農
業
発
展
の

担

い

手
と
目
さ
れ
て
い

た
自
作
・

自
小
作
農
に

あ
っ

て

も
、

農
業
に

専
念
す
る
だ
け
で
は
経
営
を
維
持
で

き
な
か
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

農

民

生

活

の

変

化

以
上
に

み
た
、

明
治
後
期
に

お
け
る
県
下
農
家
経
済
の

態
様
は
、

農
民
の

生
活
が
、

維
新
後
三

〇
余
年
の

間
に

大
き
く
変
わ
っ

た

こ

と
を
物
語
っ

て
い

る
。

一

九
〇
二
（
明
治
三

十
五

）
年
「
都
筑
郡
中
川
村
村
是
調
査
書
」
は
、

家
の

経
済
が
、

今
で

は
一

村
一

郡

一

国
の

経
済
に

密
接
に

関
係
す
る
よ
う
に

な
っ

た
と
述
べ
、

村
民
の

生
活
の

旧
幕
・

維
新
期
こ

ろ
と
の

変
化
を
次
の

よ
う
に

要
約
し
て
い

る
。

昔
は
学
問
勝
手
だ
っ

た
が
今
は
就
学
の

義
務
が
あ
る
。

昔
は
畳
・

天
井
は
贅
沢
と
さ
れ
た
が
今
は
こ

れ
が
無
く
て
は
人
並
で

な
い
。

昔
は
衣
服
を
買
わ
ず
今
は
手
織

は
少
な
い
。

昔
は
羽
織
袴
は
不
要
だ
っ

た
が
今
は
時
々

入
用
と
な
る
。

昔
は
草
鞋
懸
け
で

半
天
・

手
拭
を
冠
り
握
飯
を
持
ち
、

今
は
下
駄
で

羽
織
を
着
、

帽
子
・

洋

傘
を
持
つ
。

昔
は
太
子
講
・

稲
荷
講
・

地
神
講
が
休
日
、

今
は
紀
元
節
・

天
長
節
・

新
暦
の
一

月
一

日
も
休
む
。

昔
は
赤
十
字
・

婦
人
会
も
な
く
、

今
は
各
種
団
体

に

加
入
す
る
。

昔
の

手
習
は
草
紙
に

椎
の

実（
注
－
太
書
き
用
の

筆
）、
今
は
白
紙
に

鉛
筆
。

昔
の

百
姓
は
腕
で

作
物
を
作
り
、

今
の

百
姓
は
肥
し
で

作
る
。

昔
は
大

抵
は
自
給
で
、

不
足
は
物
品
で

交
換
し
、

今
は
大
半
買
物
で

賄
い
、

勘
定
は
す
べ

て

金
銭
。

昔
の

賄
い

は
甚
だ
安
く
、

今
は
入
費
が
嵩
む
。

収
入
は
、

昔
は
米
麦
粟

豆
の

農
作
物
の

み
、

今
は
そ
の

他
に

繭
・

藁
細
工
・

粗
朶
・

車
挽
き
・

奉
公
稼
ぎ
が
あ
る
。

以
上
は
農
家
経
営
の

発
展
と
い
っ

て

よ
い

で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
に

よ
っ

て
生
活
に

ゆ
と
り
が
で
き
た
わ
け
で

も
な
い

の

で

あ
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

昔
は
村
の

者
が
年
々

伊
勢
参
り
に

出
掛
け
た
が
、

今
は
五
年
に
一

度
位
。

昔
は
社
寺
も
寄
進
で

立
派
に

拵
え
た
が
今
は
各
自
の

住
居
さ
え
行
き
届
か
な
い
。

昔
は
、

夏
冬
に

仕

着
を
拵
え
た
が
、

今
は
夏
物
一

枚
す
ら
新
調
が
む
つ

か
し
い
。

昔
は
、

盆
・

正
月
に
三

〇
日

休
ん
だ
が
今
は
半
月
も
休
ま
な
い
。

昔
の

祭
は
四
、

五
日
行
っ

た
が
今

は
三
日
。

昔
は
晩
酌
に

手
作
り
の

濁
酒
を
飲
ん
だ
が

今
は
買
っ

て

甜
め
る
程
度
で
、

休
日
・

祝
日
が
減
り
、

酒
・

煙
草
も
仲
々

の

め
な
い
。

昔
は
百
姓
に

心
配
な

く
、

今
は
農
家
に

楽
し
み
が
少
な
い

…
…
。

こ

の

よ
う
に
、

「
一

村
の

繁
栄
及
其
発
達
を
図
ら
む
が
為
め
に

将
来
に

於
て

採
る
べ

き
方
針
」
＝

村
是
を
定
め
る
た
め
の

調
査
書
で
、

か
え
っ

て

昔
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が
懐
し
ま
れ
て
い

る
。

そ
し
て
、

そ
の

第
五

編
経
済
の

部
は
、

「
今
の

苦
し
み
は
明
の

楽
し
み
を
期
し
、

朝
の

楽
し
み
に

夕
の

苦
し
み
を
忘
れ
、

来

者
の

益
々

好
望
な
る
を
信
じ
て
、

其
楽
境
に
近
く
も
の

な
る
を
思
ひ
、

以
て

現
在
の

苦
を
忍
び
、

過
去
の

難
を
忘
れ
、

唯
だ
一

心
不
乱
に

去
年
よ
り

も
今
年
の

方
が
…
…
今
年
は
悪
る
く
と
も
来
年
こ

そ
…
…
と
一

縷
の

望
み
を
明
日
に

残
し
て

其
日

其
日

を
送
ら
ん
と
す
る
而
已

」
と
い

う
語
で

結
ば

れ
て
い

る
。

注（

1

）
　
村
是
調
査
は
、

神
奈
川
県
農
会
の

町
村
是
調
査
規
程
に

も
と
づ

き
、

ま
ず
一

九
〇
二

（
明
治
三

十
五

）
年
一

月
十
三

日

－
五
月
二

日
に

か
け
て

中
郡
豊
田
村

で

実
施
さ
れ
た
。

同
村
を
最
初
に

選
ん
だ
の

は
、

前
述
し
た
県
農
会
副
会
長
福
井
準
造
の

居
村
だ
っ

た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

つ

い

で
、

同
年
九
月
一

日

－
十
月

三

十
日
に

都
筑
郡
中
川
村
、

同
じ
く
九
月
一

日

－
翌
一

九
〇
三

年
五
月
一

日
に

足
柄
上
郡
金
田
村
、

ま
た
一

九
〇
二

年
十
一

月
二

十
一

日

－
一

九
〇
四
年
五
月

六
日
に

高
座
郡
綾
瀬
村
で

実
施
さ
れ
た
。

内
容
は
、

緒
論
・

所
在
・

戸
口
・

土
地
・

生
業
・

風
俗
・

損
益
・

資
産
・

参
考
・

結
論
・

村
是
の
一

一

編
に
わ
た
る

ぼ
う
大
な
も
の

で
、

当
該
郡
の

郡
農
会
長
を
掛
長
、

同
村
農
会
長
を
主
任
と
す
る
村
是
調
査
委
員
会
を
作
り
、

数
名
の

調
査
員
を
任
命
し
て
、

各
戸
調
査
を
含

む
諸
調
査
を
行
っ

た
。

（

2

）
　
こ

れ
は
、

当
時
県
下
農
家
一

般
に
い

え
る
こ

と
で

あ
っ

た
。

水
田
地
帯
で

あ
る
足
柄
上
郡
金
田
村
の

ば
あ
い

も
、

一

般
に
「
米
麦
各
四
分
粟
二

分
」
を
常
食

と
し
、

「
米
は
一

人
一

日
二

合
即
ち
年
分
七
斗
三

升
あ
れ
ば
足
る
と
な
せ
り
」（「
村
是
調
査
書
」）
と
さ
れ
て
い

る
。

本
文
の

農
家
も
、

こ

の

程
度
の

混
食
で

あ

っ

た
ろ
う
。
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第
三
節
　
農
業
団
体
の

結
成
と

農
事
改
良
政
策
の

展
開

一

　
農
会
と
農
事
試
験
場

神

奈

川

県

農
会
の

成
立

明
治
二

〇
年
代
に

入
る
と
、

勧
農
に

熱
心
な
豪
農
有
志
に

よ
っ

て

県
下
各
地
に

郡
農
会
が
結
成
さ
れ
た
。

こ

れ
ら
は
、

「
汎
ク
農

事
ノ

経
験
知
識
ヲ

交
換
シ

専
ラ

該
業
ノ

改
良
進
歩
ヲ

図
ル

ヲ

以
テ

目
的
ト

」（
都
筑
郡
農
会
規
則
）
し
て
、

ほ
ぼ
一

郡
の

範
囲
で

篤

農
家
を
組
織
し
た
任
意
団
体
で
、

講
話
会
・

農
談
会
・

農
産
物
品
評
会
・

新
品
種
作
物
等
の

試
作
・

雑
誌
発
行
な
ど
を
会
の

事
業
と
し
た
。

ま
ず
、

一

八
八
七
（
明
治
二

十
）
年
、

大
住
郡
上
糟
屋
村
の

山
口

書
輔
は
、

大
住
・

淘
綾
両
郡
の

篤
農
・

豪
農
を
対
象
と
し
て

神
奈
川
県
農
会
を
結

成
し
た
。

こ

れ
と
ほ
ぼ

時
を
同
じ
く
し
て

（
一

八
八
七
年
十
二

月
）、

都
筑
郡
で

は
、

下
川
井
村
桜
井
光
興
ら
有
志
が
、

都
筑
郡
農
業
会
結
成
を
決
め
、

同
会
規
則
を
定
め
会
員
募
集
を
開
始
し
た
。

こ

の

会
は
や
が
て

都
筑
郡
農
会
と
改
称
さ
れ
、

規
則
も
改
定
さ
れ
、

翌
一

八
八
八
年
初
め
に

は
、

通
常

会
員
一

八
一

人
、

特
別
会
員
二

九
人
か
ら
な
る
都
筑
郡
農
会
が
発
足
し
た
。

こ

の

会
の

会
員
募
集
は
、

戸
長
役
場
に

よ
っ

て
、

特
定
の

「
有
志
」
に

順
達
さ
れ
て
い

る
こ

と
か
ら
、

こ

れ
が
県
の

指
導
に

よ
っ

て

行
わ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
（『
資
料
編

』17

近
代
・

現
代
（7）
三
六

）。
つ

い

で
、

一

八
八
九
年

六
月
に

は
、

橘
樹
郡
農
会
規
程
が
出
来
、

橘
樹
郡
農
会
が
結
成
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
農
会
は
、

そ
の

後
、

一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
に

改
組
を
行
い
、

湘
南
農
会
と
改
称
し
、

山
口

書
輔
が
会
長
と
な
っ

た
。

同
会
は
、

小
冊
子
で
は
あ
る
が
「
湘
南
農
会
報
告
」
を
発
行
し
（
第
一

回
二

十
四
年
四
月
、

第
二
、

第
三

回
同
年
七
月
）、

ま
た
、

同
年
七
月
に

は
、

繭
・

生
糸
・

大

小
麦
品
評
会
（
神
奈
川
県
農
会
時
代
か
ら
数
え
て
三

回
目

）
を
開
催
し
、

褒
賞
授
与
式
に
は
、

県
知
事
内
海
忠
勝
・

大
住
・

淘
綾
郡
長
曽
根
盛
鎮
も
臨
席
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し
た
。

な
お
、

こ

の

時
の

祝
辞
の

中
で

郡
長
は
、

「
本
会
ノ

事
業
豈
啻
品
評
会
ノ

ミ

ナ
ラ
ン
、

農
事
試
験
場
設
置
ノ

如
キ
、

農
業
組
合
法
ノ

如
キ
、

農
具
改
良
法
ノ

如
キ
、

講
究
施
設
ヲ

要
ス

ヘ

キ
モ

ノ

鮮
カ
ラ
ス
、

之
ヲ

要
ス

ル

ニ

本
会
ノ

前
途
ハ

甚
タ

有
望
ニ

シ

テ

」
云
々

と
述
べ

て
い

る
。

さ

ら
に
、

山
口

書
輔
は
、

す
で

に

以
前
か
ら
小
規
模
な
が
ら
個
人
で

試
作
場
を
持
ち
、

品
種
比
較
試
験
・

肥
料
試
験
等
を
続
け
て
い

た
。

都
筑
郡
農
会
の

活
動
は
、

さ
ら
に

活
発
で

あ
っ

た
（『
資
料
編

』17

近
代
・

現
代
（7）
四
一

六
ペ

ー
ジ

以
下
）。

ま
た
、

都
筑
郡
で

は
、

都
田
村
外
一

一

か

村
が
、

一

八
九
一

年
、

田
奈
村
恩
田
の

土
志
田
清
兵
衛
か
ら
勧
業
資
本
金
と
し
て
、

一

八
八
九
年
七
〇
〇
円
、

一

八
九
〇
年
一

〇
〇
〇
円
の

寄
附
を

受
け
、

都
田
村
川
和
（
都
筑
郡
農
会
の

事
務
所
所
在
地
）
に

清
兵
衛
農
事
試
験
場
を
設
け
、

麦
・

稲
・

大
豆
・

粟
等
の

種
類
試
験
・

肥
料
試
験
そ
の

他
を

開
始
し
た
（
郡
制
成
立
に

と
も
な
い

郡
農
事
試
験
場
と
な
る

）。

こ

う
し
て
、

県
・

郡
の

奨
励
下
で

豪
農
有
志
に

よ
る
勧
農
活
動
が
拡
大
す
る
な
か
で
、

一

八
九
五
（
明
治
二

十
八
）
年
、

右
郡
農
会
を
基
礎
に

し
た

全
県
的
な
組
織
、

神
奈
川
県
農
会
の

設
立
が
企
て

ら
れ
た
。

こ

れ
は
、

一

八
九
四
年
十
二

月
東
京
で

開
か
れ
た
全
国
農
事
大
会
で

決
議
さ
れ
た
方
針

の

実
行
と
し
て

県
の

側
か
ら
提
起
さ
れ
た
も
の

で

あ
る
。

そ
し
て
、

こ

の

県
農
会
設
立
の

た
め
に
、

ま
だ
郡
農
会
の

結
成
を
み
て
い

な
い

郡
で

の
、

郡

農
会
設
立
が
急
ぎ
行
わ
れ
た
。

一

八
九
五

年
七
月
、

県
農
会
創
立
委
員
会
（
委
員
長

県
内
務
部
長
荒
川
義
太
郎
）
は
「
県
農
会
ハ

郡
農
会
成
立
ノ

上
ナ

ラ

テ
ハ

其
決
議
ノ

完
成
ヲ

期
シ

難
キ

義
ニ

有
之
候
ニ

付
テ
ハ

郡
農
会
ノ

設
立
ハ

実
ニ

目
下
ノ

急
務
」
と
し
て
、

「
郡
農
会
ヲ

設
立
シ

其
規
則
並
ニ

役

員
会
員
名
簿
等
ハ

遅
ク
モ

来
ル

八
月
末
日

迄
ニ

県
庁
ニ

差
出
ス

」
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て

い

る
。

こ

う
し
て
、

短
期
間
の

う
ち
に
、

勧
農
活
動
の

不
活

発
な
郡
に

も
郡
農
会
が
形
式
的
に

作
り
あ
げ
ら
れ
、

一

方
、

既
成
の

郡
農
会
の

農
会
規
則
も
、

県
農
会
創
立
委
員
会
が
立
案
し
た
郡
農
会
会
則
案
に

の
っ

と
り
、

大
幅
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。

こ

う
し
て

新
定
ま
た
は
改
正
さ
れ
た
各
郡
農
会
規
則
は
、

必
ず
し
も
一

様
で

は
な
い
。

会
員
の

資
格
も
、

久
良
岐
・

橘
樹
・

足
柄
下
郡
で

は
「
本
会
ハ

町
村
農
会
員
ヲ

以
テ

組
織
ス

」
と
さ
れ
、

町
村
農
会
の

設
立
が
す
で
に

前
提
さ
れ
て
い

る
。

た
だ
し
、

久
良
岐
・

橘
樹
郡
は
、

「
但
町
村
農
会
ノ

設
ケ
整
頓
ス

ル

迄
ハ

会
員
組
織
ト
ス

」（
橘
樹
）
等
と
し
て

過
渡
的
に

会
員
組
織
を
と
る
と
し
、

同
様
に

高
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座
郡
も
、

「
町
村
農
会
員
及
農
事
篤
志
者
ヲ

以
テ

組
織
ス

」
と
定
め
て

い

る
。

こ

れ
に

対
し
て
、

鎌
倉
・

三

浦
・

愛
甲
・

津
久
井
郡
は
、

「
本
会
ハ

有
志
者
ヲ

以
テ

組
織
ス

」
る
と
し
、

都
筑
郡
は
、

会
員
資
格
に
ふ

れ
ず
「
会
員
タ
ラ

ン

ト

欲
ス

ル

者
ハ

最
寄
幹
事
ニ

申
込
ヘ

シ

」
と
し
て
い

る
に

す

ぎ
な
い
。

大
住
・

淘
綾
と
足
柄
上
郡
は
、

両
者
の

中
間
で
、

「
本
会
ハ

町
村
農
事
有
志
者
ヲ

以
テ

組
織
ス

」（
大
住
・

淘
綾
）
等
と
定
め
て
い

る
。

以

上
の

う
ち
、

久
良
岐
・

橘
樹
・

足
柄
下
・

高
座
郡
は
、

会
の

経
費
も
、

「
各
町
村
農
会
ニ

於
テ

負
担
ス

ル

」
こ

と
を
原
則
と
し
て

お
り
、

少
な
く
も
こ

れ
ら
郡
で
は
、

町
村
農
会
－
郡
農
会
－
県
農
会
と
い

う
系
統
組
織
を
作
る
こ

と
が
意
図
さ
れ
て
い

た
。

こ

れ
に

対
し
、

鎌
倉
郡
で

は
会
員
の

会
費
を

一

か
年
五
〇
銭
、

津
久
井
郡
で

は
一

か
年
三

〇
銭
と
し
、

三

浦
・

足
柄
上
・

愛
甲
郡
は
、

「
本
会
ノ

経
費
ハ

会
員
ノ

負
担
ト
ス

」
る
と
定
め
て
い

る
。

ま
た
、

都
筑
郡
は
「
本
会
ノ

経
費
ハ

会
員
ノ

会
費
及
都
筑
郡
都
田
村
外
十
一

ケ
村
組
合
補
助
金
ヲ

以
テ

支
弁
ス

」
と
し
、

会
費
は
年
一

〇
銭
と
定
め

て
い

る
（
発
足
当
初
の

規
則
で

は
、

特
別
会
員
が
年
六
〇
銭
、

通
常
会
員
が
二

銭
で

あ
っ

た
）。

以
上
の

各
郡
農
会
規
則
整
備
の

な
か
に
、

一

八
九
四
（
明
治
二

十
七

）
年
十
一

月
全
国
農
事
大
会
で

打
ち
出
さ
れ
た
前
田
正
名
・

玉
利
喜
造
・

沢
野

淳
ら
に
よ
る

系
統
農
会
組
織
化
の

意
図
が
明
瞭
に

あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

し
か
し
、

こ

れ
は
ま
だ
全
体
を
支
配
す
る
に
は
い

た
っ

て

い

な

い
。

と
く

に
、

早
く
か
ら
、

最
も
活
発
に

活
動
し
て
い

た
都
筑
郡
農
会
で

は
、

改
正
規
則
に

お
い

て

も
、

会
長
・

幹
事
は
会
員
の

互
選
に

よ
る
こ

と
を
明
記
す

る
な
ど
、

依
然
と
し
て

従
来
の

有
志
者
の

結
合
と
い

う
性
格
を
色
濃
く
残
し
て

い

た
。

前
田
ら
が
分
離
し
た
後
の

大
日

本
農
会
は
、

横
井
時
敬
ら
に

よ
っ

て
、

篤
志
者
に
よ
る
研
究
連
絡
機
関
と
い

う
性
格
を
強
く
す
る
の

で

あ
る
が
、

都
筑
郡
農
会
・

湘
南
農
会
な
ど
の

こ

れ
ま
で

の

活
動
は
、

む

し
ろ
こ

う
し
た
大
日
本
農
会
と
あ
い

通
ず
る
も
の

が
あ
っ

た
（
な
お
、

大
住
・

淘
綾
郡
の

湘
南
農
会
は
、

そ
の

指
導
的
人
物
山
口

書
輔
が
、

一

八
九
四
年
六
月

早
逝
し
、

活
動
が
頓
挫
し
て
い

た

）。
横
井
と
対
立
し
た
前
田
ら
全
国
農
事
会
派
の

意
図
は
、

活
動
が
不
活
発
な
郡
に

急
ぎ
作
ら
れ
た
農
会
の

規
則
に

お

い

て

実
現
し
て
い

る
と
い

え
る
。

こ

の

よ
う
な
不
統
一

を
内
部
に

孕
み

な

が

ら
、

神
奈
川
県
農
会
は
一

八
九
五
（
明
治
二

十
八
）
年
十
一

月
二

十
九

日
、

発
会
式
が
農
商
務
大
臣
榎
本
武
揚
を
迎
え
て

華
か
に

挙
行
さ
れ
た
。
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神
奈
川
県
農
会
は
、

そ
の

農
会
規
則
に

よ
れ
ば
、

郡
農
会
員
（
お
よ
び
市
の

農
事
有
志
者

）
を
も
っ

て

組
織
さ
れ
、

会
の

経
費
は
、

郡
農
会
負
担
お

よ
び
会
員
の

会
費
を
以
て

支
弁
す
る
と
さ
れ
た
。

た
だ
し
会
員
の

会
費
徴
収
義
務
は
、

郡
農
会
員
以
外
の

会
員（
農
事
篤
志
者
で

会
員
二

名
以
上
の

紹
介

で

会
長
が
承
認
し
た
者
）
に
つ

い

て
の

み
規
定
さ
れ
て

い

る
の

で
、

一

般
の

郡
農
会
員
は
会
費
を
支
払
う
必
要
が
な
か
っ

た
。

所
属
郡
農
会
は
評
議
員
を

互
選
し
、

評
議
員
会
が
会
長
・

副
会
長
・

幹
事
を
選
挙
す
る
。

こ

れ
ら
役
員
は
い

ず
れ
も
名
誉
役
と
さ
れ
た
。

し
た
が
っ

て

役
員
は
、

自
か
ら
官
吏
ま
た

は
富
裕
な
豪
農
・

地
主
に

限
定
さ
れ
る
こ

と
に

な
ろ
う
。

役
員
の

外
、

会
長
の

選
定
に

よ
っ

て
、

学
術
ま
た
は
実
業
に

熟
練
し
た
「
農
芸
委
員
」、
会
の

事
業
を
拡
張
す
る
た
め
地
方
を
巡
回
す
る
「
臨
時
巡
回
委
員
」
を
置
く
と
さ
れ
た
。

発
足
当
初
の

役
員
は
表
三

－

四
八
の

ご
と
く
で
、

県
農
会
長
は

県
知
事
、

郡
農
会
長
は
郡
長
が
就
任
し
、

新
た
に

系
統
的
に

組
織
化
さ
れ
た
県
・

郡
農
会
が
、

半
官
的
機
関
に
ほ
か
な
ら
な
い

こ

と
を
示
し
て
い

る
。

表3－48　1896（明治29）年現在神奈川県農
会役員と会員数（郡農会員）

注　『神奈川県農会報』第1号による
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以
後
県
農
会
は
、

発
足
当
初
に

み
ら
れ
た
内
部
の

不
備
・

不
統
一

を
急
速
に

払
拭

し
、

県
勧
農
政
策
の

農
民
へ

の

伝
達
機
関
と
し
て
の

性
格
を
強
め
て
い
っ

た
。

従
来

農
会
活
動
の

な
か
っ

た
郡
で
は
、

県
・

郡
か
ら
の

補
助
金
支
出
と
指
導
と

に

よ
っ

て
、

急
速
に

村
農
会
が
作
ら
れ
て
い
っ

た
。

ま
た
、

篤
農
の

自
主
的
な
活
動
が
み
ら

れ
た
都
筑
郡
で

も
、

一

八
九
七
（
明
治
三

十
）
年
一

月
、

郡
農
会
規
則
の

「
村
農
会
員

ヲ

以
テ

郡
農
会
員
ト

」
す
る
内
容
へ

の

全
面
改
定
が
行
わ
れ
た
。

新
規
則
は
、

形
式

上
は
極
め
て
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、

内
容
的
に

は
空
疎
な
も
の

と
な
り
、

会
費
の

徴

収
等
に
つ

い

て

も
、

「
会
費
ノ

分
賦
及
収
入
ハ

本
会
ノ

決
議
ニ

従
ヒ

之
ヲ

徴
収
ス

」、

「
本
会
ノ

経
費
ハ

其
ノ

年
度
ノ

歳
入
ヲ

以
テ

支
弁
ス

ヘ

シ

」
等
と
あ
る

の

み

で

あ

る
。

し
か
し
、

こ

の

全
面
改
定
が
行
っ

た
、

文
書
に

よ
る
事
務
処
理
・

歳
入
出
予
算

書
の

調
製
・

経
費
精
算
書
の

作
成
等
々

処
務
・

会
計
に
つ

い

て
の

諸
規
定
の

整
備
は
、

県
・

郡
か
ら
の

補
助
金
交
付
の

た
め
に

必
要
不
可
欠
な
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て

農
会
は
県
・

町
・

村
に

系
統
化
し
、

行
政
執
行
機
関
と
し
て
の

形
式
性
を
急
速
に

整

え
る
に

い

た
っ

た
。

一

八
九
九
（
明
治
三

十
二

）
年
農
会
法
の

成
立
は
、

こ

の

動
き
を

一

層
促
進
さ
せ
た
。

い

ま
、

一

九
〇
一

年
以
降
に

お
け
る
県
農
会
の

歳
入
中
、

国
庫
・

県
費
補
助
金
の

比
重
は
（
表
三
－

四
九
）、

日
露
戦
争
期
に

国
庫
補
助
の

減
少
に

よ
っ

て
一

時
五
五

㌫
前
後
に

低
下
し
た
が
、

他
の

年
は
六
〇
㌫
以
上
の

高
さ
を
常
に

保
っ

表3－49　神奈川県農会の歳入中・会費・補助金比率（1901－08年）

注　『神奈川県統計書』より作成
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て
い

る
。

こ

こ

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

県
農
会
の

活
動
は
、

補
助
金
に

よ
っ

て

支
え
ら
れ
、

篤
農
有
志
の

会
費
に

よ
る
運
営
と
い

う
自
主
性
は
完

全
に

失
わ
れ
て
い

る
。

農

事

試

験

場

の

設

置

農
事
試
験
場
の

設
置
は
、

神
奈
川
県
農
会
結
成
の

際
、

同
会
の

な
す
べ

き
事
業
の

主
要
な
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い

た
。

そ
れ
は
、

前
述
県
農
会
規
則
が
、

同
会
が
施
行
す
べ

き
事
項
一

一

項
目
を
列
挙
し
た
冒
頭
に
、

「
農
事
試
験
場
ヲ

設
ク
ル

事
」
を
掲
げ
た
こ

と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

一

八
九
五
（
明
治
二

十
八

）
年
一

月
、

県
関
係
者
が
、

一

八
九
四
年
十
二

月
全
国
農
事
大
会
決
議
の

方
針
に

従
い
、

県
農
会

創
立
を
県
下
有
志
者
と
協
議
し
た
際
に

も
、

農
事
試
験
場
設
置
は
、

「
県
農
会
ヲ

開
設
ス

ル

ニ

方
リ

」
議
定
す
べ

き
要
項
の
一

つ

に

入
れ
ら
れ
て
い

た（『
資
料
編
』17

近
代
・

現
代
（7）
三
七

）。

こ

の

協
議
で

県
が
示
し
た
構
想
は
、

県
農
会
－
農
事
試
験
場
・

農
事
専
門
技
師
の

招
聘
、

郡
農
会
－
試
験
田
・

農
事
試
験
掛
の

雇
用
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

な
お
、

一

八
九
六
年
、

津
久
井
郡
青
根
村
で

村
農
会
が
創
立
さ
れ
た
際
、

村
農
長
（
村
長
）
か
ら
、

村
立
農
事
試
作
場
設
置
が
提
案
さ
れ
て
い

る
（「
未
タ
創
始
ニ

属
ス

ル

ヲ
以
テ
暫
時
延
期
」
に

決
定
）
と
こ

ろ
か
ら
推
す
と
、

県
・

郡
・

町
村
の

段
階
に
、

そ
れ
ぞ
れ
試
験
場
・

試
作
地
を
置
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

一

八
九
六
（
明
治
二

十
九
）
年
六
月
三

十
日

県
告
示
第
九
七
号
に

よ
る

神
奈
川
県
農
事
試
験
場
の

設
置
（
七
月
一

日

か
ら
開
業
）
は
、

右
の

構
想
の

具
体
化
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

こ

れ
よ
り
先
、

一

八
九
五

年
の

県
会
で
、

県
立

農
事
試
験
場
設
置
が
可
決
さ
れ
、

そ
れ
に

も
と
づ

き
一

八
九
六
年
五

月
か
ら
橘
樹
郡
保
土
ケ
谷
町
岡
野
欣
之
助
が
寄
付
し
た
岡
野
新
田
所
在
水
田
一

町
歩
、

畑
・

敷
地
一

町
四
反
七
畝
、

計
二

町
四
反
七
畝
の

地
を
用
地
と
し
て
、

建
物
（
本
屋
三
一

坪
余
、

農
具
室
・

収
納
舎
三

〇
坪
、

肥
料
舎
・

家
畜
舎
・

農
夫
室
二

四
坪
）
の

建
築
・

圃
場
整
備
が
始
め
ら
れ
、

七
月
一

日
に

開
業
し
た
。

こ

う
し
て
、

一

八
九
六
年
に

と
に

か
く
も
夏
作
物
播
種
・

田
植
が
な

さ
れ
た
が
、

本
格
的
な
活
動
は
、

「
神
奈
川
県
農
事
試
験
場
事
務
取
扱
規
程
」（
明
治
三

十
年
一

月
十
八
日

庁
訓
第
四
七
号
）
が
定
め
ら
れ
た
、

翌
一

八
九

七（
明
治
三
十
）
年
を
初
め
と
す
る
（
山
田
宗
孝
・

今
村
新
・

神
戸
正
『
神
奈
川
県
農
業
試
験
場
史
』）。
場
長
は
技
師
矢
崎
亥
八
、

外
に

技
手
下
山
格
三
、

書

記
兼
技
師
村
山
才
次
郎
の

二

人
と
い

う
き
わ
め
て

小
規
模
な
構
成
で

あ
っ

た
（
外
に

農
夫
・

小
使
若
干
名
を
雇
用
）。
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つ

い

で
一

九
〇
〇
（
明
治
三

十
三

）
年
二

月
、

県
令
第
一

五

号「
郡
農
事
試
験

場
処
務
規
程
」
が
定
め
ら
れ
、

こ

れ
に

も
と
づ

い

て

各
郡
で
一

斉
に

郡
立
農

事
試
験
場
が
開
設
さ
れ
た
（
表
三
－

五
〇
）。

都
筑
郡
だ
け
は
、

県
立
農
事
試

験
場
よ
り
も
古
い

歴
史
を
も
つ
、

前
述
清
兵
衛
農
事
試
験
場
を
改
称
し
郡
農

事
試
験
場
と
し
た
が
、

ほ
か
は
、

一

九
〇
〇
年
に

急
拠
設
定
し
た
も
の

で
、

そ
の

面
積
も
ほ
と
ん
ど
が
二
、

三

反
程
度
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

高

座
郡
で

は
、

こ

の

ほ
か
町
村
農
会
に

補
助
金
を
交
付
し
て

試
作
場
を
設
置
さ

せ
、

郡
農
事
試
験
場
長
の

監
督
下
で

種
々

の

試
験
を
行
っ

た
。

一

九
〇
一

年

度
に

は
、

明
治
・

松
林
・

茅
ケ
崎
・

鶴
嶺
・

寒
川
・

小
出
・

有
馬
・

海
老
名

・

座
間
・

田
名
・

大
沢
・

相
原
の
一

二

か
村
農
会
に

試
作
地
が
設
け
ら
れ
て

い

る
。

こ

う
し
て
、

前
述
し
た
県
農
会
設
立
の

際
の

構
想
は
、

曲
り
な
り
に

も
実
現
を
み
た
。

そ
の

後
、

県
農
事
試
験
場
は
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
六
月
県
令
第
六

二

号「
神
奈
川
県
立
試
験
場
規
則
」（
明
治
四
十
三

年
二

月
県
令
第
七
号
、

大
正
二

年
三

月
県
令
第
三

九
号
で

改
正

）
が
制
定
さ
れ
、

試
験
場
の

管
掌
事
項
が
詳
細

に
な
る
と
と
も
に
、

職
員
（
場
長
・

技
師
・

技
手
・

書
記
）
の

分
掌
が
明
確
化

さ
れ
た
。

こ

う
し
て

職
員
は
場
長
・

技
師
三

名
（
種
芸
・

化
学
・

園
芸
）、
技
手

表3－50　明治30年（1897）代における郡立農事試験場一覧

注　『神奈川県統計書』その他より作成
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六
名
（
病
虫
・

畜
産
・

種
芸
二

名
・

化
学
・

園
芸
）
と
い

う
陣
容
に

強
化
さ
れ
た
。

つ

い

で
、

一

九
〇
八
年
二

月
に

は
、

試
験
場
を
保
土
ケ
谷
町
帷
子
の

地

（
建
物
敷
地
三

反
歩
、

田
一

町
四
反
三

畝
内
二

毛
作
田
八
反
三

畝
、

畑
二

町
八
反
九
畝
内
蔬
菜
試
験
地
七
反
二

畝
、

果
樹
見
本
園
六
反
八
畝
）
に

移
転
し
た
。

こ

の

地
は
、

一

九
〇
二

年
、

や
は
り
岡
野
欣
之
助
の

寄
付
で

取
得
し
、

一

九
〇
七
年
か
ら
移
転
工

事
に

入
り
、

一

九
〇
八
年
二

月
竣
工
・

移
転
を
行
っ

た

も
の

で

あ
る
。

ま
た
同
じ
一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
四
月
に

は
、

中
郡
吾
妻
村
（
現
在
　
二

宮
町
）
に

園
芸
部
分
場
設
置
が
定
ま
り
、

同
年
か
ら
一

九
一

一

年
に

か
け
て
、

敷
地
の

整
備
・

事
務
所
建
設
・

果
樹
植
付
を
行
い
、

技
師
一

名
・

技
手
一

名
・

助
手
一

名
・

外
に

常
備
農
夫
数
名
と
い

う
陣

容
で

業
務
を
開
始
し
た
。

一

九
一

四
（
大
正
三

）
年
に
は
、

蔬
菜
部
も
、

本
場
か
ら
移
転
し
て
き
て
い

る
。

さ
ら
に
一

九
〇
九
（
明
治
四
十
二

）
年
四
月
、

高
座
郡
藤
沢
町
の

二

町
三

畝
余
の

地
に
蚕
業
科
（
の

ち
に

蚕
業
部
、

一

九
一

三

年
四
月
、

神
奈
川
県
立
原
蚕
種
製
造
所
と
な
る

）
が
設
置
さ
れ
、

同
年
か
ら

一

九
一

〇
年
に
か
け
て
、

試
験
桑
園
・

生
徒
実
習
園
・

建
物
（
本
館
の

外
伝
習
室
・

試
験
室
・

乾
繭
舎
・

堆
肥
舎
等
）
が
整
備
さ
れ
、

一

九
一

一

年
か
ら

試
験
研
究
を
開
始
し
た
。

こ

う
し
た
県
農
事
試
験
場
の

整
備
強
化
と
と
も
に
、

一

九
〇
七
－
一

九
〇
九
年
に

か
け
て
施
設
が
貧
弱
な
郡
農
事
試
験
場
が
廃
止
さ
れ
た
。

財
源
の

貧
困
と
そ
れ
に

基
因
す
る
県
会
の

消
極
的
姿
勢
に

も
と
づ

く
も
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

三

浦
郡
で

は
、

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
九
月
、

郡
農
会
試

作
場
設
置
規
程
を
作
り
、

郡
農
会
が
補
助
金
を
出
し
、

郡
下
三

－
六
か
所
に

五

畝
－
一

反
ほ
ど
の

試
作
地
を
設
け
、

郡
内
重
要
作
物
の

模
範
耕
作
法

の

展
示
と
応
用
試
験
、

良
種
子
の

増
殖
な
ど
を
行
い
、

ま
た
、

高
座
郡
も
、

一

九
一

〇
年
以
降
甘
藷
模
範
場
を
郡
内
数
か
所
に

設
け
（
前
述
）、

中
郡

で
は
一

九
一

三

年
、

郡
農
会
が
金
目
村
片
岡
に

模
範
園
芸
場
（
圃
場
六
反

）
を
設
立
し
、

郡
農
業
技
術
員
監
督
の

下
に

技
術
員
一

名
、

農
夫
・

農
婦
各

一

名
を
置
き
、

果
樹
模
範
栽
培
、

果
樹
苗
木
仕
立
配
付
、

蔬
菜
種
子
採
取
配
布
、

園
芸
生
産
物
加
工

品
製
造
、

園
芸
組
合
指
導
、

講
習
・

実
習
会
、

見
習
生
養
成
な
ど
を
開
始
す
る
な
ど
の

動
き
が
み
ら
れ
た
。
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農

事

試

験

場

の

役

割

県
農
事
試
験
場
は
、

場
内
で

の

各
種
試
験
に

止
ま
ら
ず
、

そ
の

「
有
益
ナ
ル

試
験
成
績
ヲ

普
及
セ

シ

メ

」
（
明
治
二

十
七
年
農
商
務

省
訓
令
二

七
号「
府
県
農
事
試
験
場
規
程

」）
る
た
め
、

講
話
・

種
苗
の

配
付
・

報
告
の

刊
行
・

模
範
圃
の

設
置
な
ど
を
行
う
と
さ
れ
て

い

た
。

こ

れ
を
う
け
て
、

神
奈
川
県
農
事
試
験
場
で

も
、

実
施
事
項
と
し
て
、

「
種
類
・

選
種
・

耕
耘
・

栽
植
・

肥
培
・

収
穫
・

貯
蔵
・

製
造
・

耕

地
・

農
具
・

病
虫
等
ニ

関
ス

ル

試
験
」
の

ほ
か
、

講
話
・

種
苗
の

配
付
な
ど
、

場
外
に
お
け
る
農
民
指
導
活
動
も
規
定
し
て
い

た
（
同
場
事
務
取
扱
規

程

）。
郡
農
事
試
験
場
の

実
施
事
項
も
こ

れ
に

準
ず
る
も
の

で

あ
る
が
、

圃
場
設
備
が
貧
弱
な
た
め
、

事
実
上
は
、

県
農
事
試
験
場
よ
り
も
一

層
農

民
指
導
活
動
に

重
点
が
傾
い

て
い

た
。

県
と
、

県
・

郡
農
事
試
験
場
と
は
、

郡
農
事
試
験
場
長
会
（
協
議
会
）
を
定
期
的
に

開
き
、

県
下
農
事
改
良
の

具
体
策
を
協
議
・

決
定
し
た
。

こ

の

内
容
を
一

九
〇
二
（
明
治
三

十
五

）
年
に
つ

い

て

み
れ
ば
、

次
の

よ
う
な
も
の

で

あ
っ

た
。

〇
四
月
二

二

－
二

五
日
。

参
加
者
－
郡
農
事
試
験
場
長
一

一

名
。

昌
谷
県
第
四
課
長
、

高
橋
県
農
事
試
験
場
長
、

平
野
属
、

草
柳
・

富
樫
県
農
事
試
験
場
技
手
、

下

山
県
農
会
技
師
。

知
事
諮
問
事
項
－
一

　
稲
作
及
麦
作
改
良
法
ヲ

普
及
セ

シ

ム

ル

方
法
如
何
、

二

　
農
事
講
習
会
ノ

状
況
如
何
、

三

　
耕
地
整
理
ヲ

普
及
セ

シ

ム

ル

方
針
如
何
。

議
題
－
県
農
試
提
案
、

一

　
水
田
ニ

雑
生
セ

ル

水
稗
芟
除
ノ

件
、

二

稲
架
乾
燥
法
励
行
ノ

件
、

三

　
町
村
試
作
地
ニ

関
ス

ル

件
、

四
　
本
年
度
夏
作
試

験
設
計
ニ

関
ス

ル

件
、

五
　
各
郡
農
事
試
験
場
ニ

広
面
積
ノ

模
範
田
ヲ

設
ケ
其
収
支
計
算
ヲ

精
査
シ

テ
公
表
ス

ル

可
否
如
何
、

六
　
各
郡
主
要
作
物
収
支
計
算
表
ヲ

編
製
ス

ル

件
、

七
　
農
家
副
業
ニ

関
ス

ル

件
、

八
　
本
県
農
事
試
験
場
ニ

対
ス

ル

希
望
如
何
、

九
　
第
五
回
勧
業
博
覧
会
出
品
ニ

対
ス

ル

件
、

一

〇
　
農
事
調
査
ニ

関
ス

ル

件
。

（
前
回
よ
り
の

持
越
し
議
題
）
農
家
ニ

奨
励
ス

ヘ

キ
模
範
堆
積
場
ノ

構
造
及
経
費
ノ

程
度
如
何
。

（
三

浦
郡
農
試
提
案
）
農
業
労
働
者
減
少
ヲ

来
シ

経

営
者
ノ

困
難
少
カ
ラ
サ
ル

傾
ア

リ
之
ニ

対
シ

如
何
ナ
ル

方
針
ヲ

採
ル

ヘ

キ
ヤ
。

（
県
農
会
提
案
）
農
事
奨
励
ノ

為
メ
県
庁
勧
業
主
任
者
県
郡
農
事
試
験
場
員
及
県
農

会
技
師
ヲ
一

団
ト
シ

巡
回
講
話
ヲ

ナ
ス

ノ

可
否
如
何
（
決
議
「
可
ト
ス

」）。

〇
九
月
二

三

－
二

六
日
。

知
事
諮
問
事
項
－
一

　
米
ノ

種
類
改
良
の

方
法
如
何
、

二

　
農
家
副
業
の

状
況
如
何
、

三

　
農
作
物
病
虫
害
の

現
況
及
び
其
駆
除
予
防
を

普
及
せ
し
む
る
方
法
如
何
。

議
題
－
一

　
試
作
物
調
査
方
法
の

件
、

二

　
共
同
購
入
及
共
同
販
売
の

実
行
策
如
何
、

三

　
農
具
改
良
の

方
法
如
何
、

四
　
麦
作
経
済

試
験
施
行
の

可
否
若
し
可
と
せ
ば
其
方
法
如
何
。
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以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

当
時
の

農
事
試
験
場
に

あ
っ

て
は
、

圃
場
試
験
は
、

そ
の

活
動
の
一

部
に

す
ぎ
ず
、

場
外
活
動
－
県
の

農
事
改
良
策

の

実
施
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

ま
た
、

例
え
ば
、

水
稗
芟
除
に
つ

き
「
郡
町
村
農
会
ヲ

シ

テ

芟
除
規
約
ヲ

設
ケ
シ

メ

…
…
」
と
決
議
し

て
い

る
よ
う
に
、

系
統
農
会
と
一

体
化
し
て
、

農
事
改
良
策
実
施
が
図
ら
れ
て
い

る
。

県
知
事
・

郡
長
・

町
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
の

農
会
長
に

任
じ
、

補
助
金
に

よ
っ

て

活
動
が
定
ま
る
農
会
は
、

こ

う
し
て

国
－
県
の

農
事
改
良
政
策
の

実
施
機
関
と
な
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

二

　
農
事
改
良
政
策
の

展
開

農
政
の

基
調

明
治
三

〇
年
代
か
ら
大
正
初
期
に

い

た
る

農
政
の

基
調
は
、

一

九
〇
三
（
明
治
三

十
六
）
年
十
月
、

農
商
務
省
の

農
会
へ

の

諭
達
に

集
大
成
さ
れ
て
い

る
。

こ

の

諭
達
は
、

こ

れ
ま
で

農
事
の

改
良
増
殖
に

関
す
る
試
験
研
究
が
、

農
事
試
験
場
そ
の

他
の

機
関
で

着

々

進
め
ら
れ
実
際
に

適
用
す
べ

き
成
績
も
少
な
く
な
い

の

に

か
か
わ
ら
ず
、

「
世
間
之
を
実
地
に

施
行
し
て

効
果
を
挙
た
る
者
多
か
ら
ざ
る
は
極
め

て

遺
憾
」
で

あ
る
と
し
て
、

一

四
項
目
を
あ
げ
て

農
会
に
そ
の

実
施
を
求
め
た
も
の

で
、

農
事
改
良
に

お
け
る
農
事
試
験
場
と
農
会
と
の

関
係
が
明

示
さ
れ
て
い

る
。

こ

の

諭
達
一

四
項
は
次
の

通
り
で
、

神
奈
川
県
下
で
も
そ
の

多
く
は
す
で
に

実
施
の

努
力
が
始
め
ら
れ
て
い

た
。

大
麦
種
子
の

塩
水
選
、

麦
黒
穂
の

予
防
、

短
冊
形
共
同
苗
代
、

通
し
苗
代
の

廃
止
、

稲
苗
の

正
条
植
、

重
要
作
物
・

果
樹
・

蚕
種
等
良
種
の

繁
殖
、

良
種
牧
草
の

栽
培
、

夏
秋
蚕
用
桑
園
の

特
設
、

堆
肥
の

改
良
、

良
種
農
具
の

普
及
、

牛
馬
耕
の

実
施
、

家
禽
の

飼
養
、

耕
地
整
理
の

施
行
、

産
業
組
合
の

設
立
。

右
の

う
ち
最
初

の

五
項
目
は
、

と
く
に
、

「
市
町
村
農
会
に

於
て
規
定
を
設
け
会
員
を
し
て

挙
て

之
を
実
行
を
期
す
べ

し
」
と
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
の
、

こ

の

時
期
に

お
け
る
農
事
改
良
策
も
、

す
べ

て

基
本
的
に
は
右
諭
達
の

内
容
に

沿
っ

て

実
施
さ
れ
た
。

実
施
の

方
法
は
、

県（
お
よ
び
県
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表3－51　神奈川県における農事改良の主要措置（1897－1916年）

©神奈川県立公文書館



農
事
試
験
場
）－
郡
（
お
よ
び
郡
農
事
試
験
場
）－
町
村
と
い

う
行

政
機
構
と
、

県
農
会
－
郡
農
会
－
町
村
農
会
と
い

う
系
統
農

会
組
織
の

双
方
を
通
し
て
、

各
種
農
事
改
良
の

実
施
を
農
民

に

強
制
し
よ
う
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

た
め
に
、

県
・

郡
は
種
々

の

令
達
（
告
諭
・

諭
告
、

訓
令
・

令
・

達
・

告

示
・

通
牒
）
を
発
し
、

ま
た
、

補
助
金
・

奨
励
金
を
交
付
し

て
、

実
施
を
促
が
し
た
。

県
・

郡
農
会
も
、

こ

れ
に

応
じ
て

総
会
・

評
議
員
会
・

郡
農
会
長
協
議
会
・

郡
農
事
試
験
場
会

議
等
で

実
施
の

具
体
案
を
決
定
し
つ

つ
、

随
時
、

各
種
の

規

程
を
作
り
町
村
農
会
を
通
し
、

農
民
に

実
行
を
強
制
し
た
。

以
上
の

実
施
方
法
の

特
色
は
、

上
か
ら
規
則
・

規
程
と
補
助

金
・

奨
励
金
を
も
っ

て
、

農
民
に

農
事
改
良
を
強
制
す
る
点

に

あ
り
、

農
民
は
、

講
話
会
・

講
習
会
な
ど
で

啓
蒙
は
う
け

る
が
、

自
ら
の

経
験
や

意
見
に

よ
っ

て

自
主
的
に

行
動
す
る

余
地
を
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
。

こ

の

時
期
、

農
事
改
良
の

た

め
に

県
・

県
農
会
な
ど
が
と
っ

た
主
要
措
置
を
年
表
で

示
す

と
表
三
－

五
一

の

ご
と
く
に

な
る
。

こ

の

他
、

県
の

年
々

異

注　大正10年『神奈川県普通農事要覧』，大正12年『神奈川県之蚕糸業」，昭和30年『神奈川県
農事試験場史』その他から作成。〔　〕は全国事項。
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な
る
補
助
金
交
付
に

応
じ
、

県
農
会
は
、

種
々

の

補
助
金
交
付
規
程
等
を
随
時
定
め
て

い

る
が
、

徒
ら
に

煩
雑
と
な
る
の

で

省
略
し
た
。

日
露
戦
後
の

農

事

改

良

一

九
〇
六
（
明
治
三

十
九
）
年
二

月
十
五
日
、

県
庁
内
で

開
か
れ
た
郡
農
会
長
協
議
会
で
、

県
農
会
長
周
布
公
平
は
一

場
の

演
達
を

行
い
、

日

露
戦
後
経
営
に

あ
た
っ

て
、

県
農
会
の

と
る
べ

き
方
針
を
披
歴
し
た
（
な
お
、

こ

の

会
議
は
、

県
農
会
長
が
県
知
事
で

あ
り
、

郡
農
会
長
が
郡
長
な
の

で

あ
る
か
ら
、

実
質
は
郡
長
会
議
と
変
わ
ら
な
い

）。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、

日

露
戦
争
終
結
ま
で
の

県
下
農
会
が
実
施
・

経
営
し

た

事

業
は
、

主
に

米
麦
耕
種
方
法
の

改
良
と
そ
の

収
穫
増
加
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

そ
れ
に

よ
っ

て

農
業
生
産
の

増
大
に
つ

い

て

は
「
漸
次

其
の

実
功
」
が
あ
ら
わ
れ
て

い

る
が
、

農
業
の

商
品
経
済
的
発
展
に
つ

い

て
は
考
慮
さ
れ
る
こ

と
な
く
、

「
要
す
る
に

増
殖
し
た
る
農
産
物
を
し
て
、

最
も
収
益
多
か
ら
し
む
べ

き
有
効
な
る
経
済
的
の

施
設
が
未
だ
振
作
せ

ら
れ
ざ
る
は
甚
だ
遺
憾
」
で

あ
る
と
す
る
。

よ
っ

て
、

日

露
戦
争
の

戦
後
経

営
に

あ
た
っ

て

は
、

農
業
の

商
品
経
済
的
発
展
、

な
か
で

も
そ
の

た
め
の

農
業
諸
団
体
（
産
業
組
合
そ
の

他
）
の

成
立
を
助
成
す
る
こ

と
が
、

「
最
も
機

宜
」
に

適
し
た
こ

と
で

あ
る
と
し
た
。

そ
し
て
、

一

九
〇
六
－
一

九
〇
八
年
度
の

三

か
年
間
に

県
・

郡
農
会
が
な
す
べ

き
事
業
を
大
要
表
三
－

五
二

の

ご
と
く
提
議
し
、

「
協
定
」
を
み
た
（『
神
奈
川
県
農
会
報
』
第
二

八
号
）。
こ

の

う
ち
、

「
農
業
組
合
を
奨
励
す
る

」
事
業
が
、

日

露
戦
後
新
た
に

加

え
ら
れ
た
事
項
で

あ
る
。

一

九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
、

高
座
・

中
郡
農
会
が
、

郡
内
で

生
産
さ
れ
る
ゴ

ー
ル

デ
ン

メ
ロ

ン

種
の

大
麦
を
大
日

本
麦
酒

株
式
会
社
と
特
約
し
て

共
同
販
売
を
す
る
こ

と
に
な
っ

た
の

は
（
表
三
－

五
二

）、

こ

の

種
事
業
の

主
な
成
果
の
一

つ

で

あ
っ

た
。

耕
地
整
理
の

進

捗

状

況

前
述
し
た
一

九
〇
六
（
明
治
三

十
九
）－
一

九
〇
八
年
度
の

農
事
改
良
事
業
の
一

つ

の

柱
と
な
っ

て

い

る
耕
地
整
理
事
業
は
、

神
奈

川
県
で
は
、

一

八
九
五
（
明
治
二

十
八

）
年
郡
農
会
創
設
の

際
す
で

に

実
施
の

意
図
が
示
さ
れ
て
い

た
。

す
な
わ
ち
、

同
年
の

久
良

岐
・

鎌
倉
・

高
座
・

三

浦
・

大
住
・

淘
綾
・

足
柄
上
・

足
柄
下
・

愛
甲
の

諸
郡
農
会
規
則
に

は
、

郡
農
会
の

施
行
す
べ

き
事
項
の
一

に

「
耕
地
区
画

改
良
ノ

模
範
ヲ

示
ス

コ

ト

」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

い

ず
れ
も
同
文
で

あ
る
こ

と
か
ら
県
の

指
導
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
が
実

際
に
日

程
に
の

ぼ
っ

た
の

は
、

一

八
九
九
（
明
治
三

十
二

）
年
耕
地
整
理
法
公
布
の

二

年
後
で

あ
っ

た
。

一

九
〇
一

年
十
月
に

開
か
れ
た
郡
農
会
長
協
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表3

－52

　1906

（
明
治39

）－1908

年
度

県
・

郡
農
会
実
施
協
定
事
項

注
　『
神
奈
川

県
農
会
報
』
第28

号
よ

り

作
成
。

そ

の
他
農
事
統
計
作
成
・

会
報
発
行
・

調
査
視
察
旅
行
実
施
等
に

つ
い
て
は

省
略
し

た
。
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議
会
は
、

議
題
の
一

に

「
耕
地
整
理
ノ

奨
励
ニ

関
ス

ル

件
」
を
と
り
あ
げ
「
一

模
範
整
理
ヲ

ナ
ス

コ

ト
、

二

設
計
ヨ

リ
監
督
マ

テ
ノ

労
ヲ

（
郡

農
会
が

）
執
ル

コ

ト
、

三

補
助
金
ヲ

交
付
ス

ル

コ

ト

」
を
定
め
た
が
、

そ
の

模
範
地
に

高
座
郡
明
治
村
（
の

ち
藤
沢
町
に

入
る

）
大
庭
字
広
池
が
選

定
さ
れ
、

同
年
十
二

月
十
八
日

耕
地
整
理
の

発
起
認
可
を
申
請
し
、

一

九
〇
二

年
一

月
二

十
七
日

農
商
務
大
臣
の

認
可
を
得
、

二

月
三
日
施
行
認
可

を
申
請
し
、

同
月
二

十
五
日

知
事
の

認

可
を
得
て
、

二

十
六
日
工

事
に

着
手

し
、

四
月
五
日

竣
成
を
み
た
。

同
月
十

二

日
に

は
県
知
事
・

書
記
官
・

参
事
官
・

県
農
事
試
験
場
長
・

県
農
会
役
員
そ
の

他
県
会
議
員
・

郡
村
吏
を
招
待
し
て
、

盛
大
に

竣
工

式
が
行
わ
れ
た
。

こ

の

耕

地
整
理
の

結
果
、

旧
耕
地
田
五
町
一

反

余
、

畑
三

反
六
畝
余
、

計
五
町
四
反
七

畝
三

歩
が
、

田
五
町
七
反

三

畝
と

な

り
、

二

反
五

畝
二

七
歩
の

増
歩
と
な
り
、

平
均
田
二

畝
六
歩
、

畑
一

畝
一

三

歩
で

あ
っ

た
一

筆
が
、

七
畝
一

三

歩
余
に

拡

大
さ
れ
た
。

こ

れ
が
本
県
で
の

耕
地
整

表3－53　神奈川県における耕地整理の進行

（1913－大正2－年までに工事完了の分）

注　『神奈川県統計書』より作成
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理
の

第
一

着
で

あ
る
。

つ

い

で

久
良
岐
郡
金
沢
村
泥
亀
新

田
・

中
郡
豊
田
村
・

橘
樹
郡

保
土
ケ
谷
町
帷
子
で
、

そ
れ

ぞ
れ
企
画
・

設
計
が
進
め
ら

れ
た
が
、

泥
亀
新
田
で

は
つ

い

に

実
現
を
み
な
か
っ

た
。

そ
の

後
の

事
業
拡
大
は
必
ず

し
も
顕
著
と
は
い

え
ず
、

一

九
〇
六
－
一

九
〇
八
年
度
で

も
、

着
手
は
三

か
所
に

止
ま

っ

て

い

る
（
表
三
－

五
三

）。

一

九
〇
九
（
明
治
四
十
二

）
年

耕
地
整
理
法
の

大
幅
改
正
後

に
な
る
と
、

か
え
っ

て

事
業
は
小
規
模
な
も
の

が
多
く
な
り
、

整
理
実
施
面
積
の

増
大
は
鈍
化
し
て
い

る
。

こ

れ
ら
の

耕
地
整
理
は
、

中
郡
豊
田
村

の

例
が
示
す
よ
う
に
（
前
掲
「
村
是
調
査
書
」）、

馬
耕
普
及
を
意
図
し
て
は
い

な
か
っ

た
。

区
画
整
理
に

よ
る
水
田
面
積
の

増
大
、

溝
渠
道
路
整
備
に

よ
る
乾
田
二

毛
作
化
と
肥
培
運
搬
の

便
利
化
等
が
目
標
と
さ
れ
、

当
事
者
は
、

主
に

土
地
所
有
者
に

と
っ

て
の

利
益
を
強
調
し
て

い

た
。

耕地整理前（保土ケ谷町帷子） 『神奈川県農会報』第号22より

耕地整理後（保土ケ谷町帷子） 『神奈川県農会報』第22号より
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と
こ

ろ
で
、

以
上
の

本
県
で
の

耕
地
整
理
の

進
捗
状
況
は
、

全
国
的
に

み
て
、

必

ず
し
も
立
ち
遅
れ
て

は
い

な
い

（『
日

本
農
業
発
達
史
』
第
四
巻
二

二

八
ペ

ー
ジ

）。

そ
れ

は

神
奈
川
県
が
畑
作
県
で

あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

当
時
の

農
政
の

方
針
に

従
っ

て

水
田
に

お
け
る

農
事
改
良
に

力
を
注
い

だ
こ

と
の

結
果
な
の

で

あ
っ

て
、

む
し
ろ
、

本
県
の

農
政
が
国
の

農
政
に

た
い

し
て

自
主
性
を
欠
い

て
い

る
こ

と
の

証
左
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ

た
。

共
同
苗
代
の

実

施

状

況

こ

の

傾
向
は
、

ま
た
、

共
同
苗
代
の

奨
励
に
つ

い

て

も
み
る
こ

と

が
で

き
る
。

一

九
一

三

（
大
正
二

）、
一

四
年
の

中
郡
農
会
支
出
奨

励
費
は
、

六
－
九
項
を
数
え
、

う
ち
三

項
目
が
全
国
共
通
の

普
通
農
事
関
係
、

三

－

五

項
目
が
日

露
戦
後
期
に

特
徴
的
な
商
品
経
済
発
展
に

対
応
す
る
農
事
改
良
へ

の

奨

励
費
で
、

そ
の

項
目
は
増
加
の

傾
向
に

あ
っ

た
（
表
三
－

五
四

）。

し
か
し
、

項
目
は

多
様
で

あ
る
が
、

そ
の

奨
励
金
額
は
僅
少
で

あ
っ

た
。

そ
れ
が
増
額
さ
れ
た
一

九
一

四
年
で

も
、

普
通
農
事
改
良
事
項
の

金
額
を
下
回
っ

て
い

る
。

普
通
農
事
改
良
事
項

の

う
ち
最
大
額
を
占
め
る
の

は
、

病
虫
害
駆
除
予
防
奨
励
費
で

あ
る
が
、

そ
の

主
な

も
の

は
「
小
学
校
生
徒
ヲ

シ

テ

教
員
監
督
ノ

下
ニ

稲
苗
代
期
ニ

於
テ

害
虫
ヲ

駆
除
セ

シ

メ

之
ニ

対
シ

金
銭
又
ハ

学
用
品
ヲ

交
付
」
す
る
も
の

で
、

他
に

麦
奴
予
防
・

「
稲
鞘

枯
ノ

採
取
」
の

奨
励
と
、

穀
倉
害
虫
駆
除
を
実
行
し
た
時
に

支
出
さ
れ
た
。

こ

れ
に
つ

表3－54　1913（大正2），14年中郡農会奨励費支出予算額

注　『神奈川県中郡報』第6号より作成
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